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万民ニュース 

The enjoyment 
皆さんの生活に The enjoyment(楽しみ)をプラスしましょう。万民ニュースへようこそ。 

№90 

２０１3．1．27 日号 

発行元 

飯田万民教会 

企画編集部 

電話 56-8286 

２０１３年、新しい一年がスタートし、飯田万民教会は今年も柳 承吉牧師先生をはじめ、 

全聖徒が心をひとつにして「盤石の信仰」に立つために、新たな熱い心で走り出しました。 

１月１３日(日)、主日礼拝において今年、教会の職員としての使命をいただいた者たちに 

よる「職員献身礼拝」が捧げられました。伝道師、宣教師、執事が使命を果すため、牧師 

先生を助け、聖徒様に仕える心で教会のリバイバルを願いつつ、この一年働いて参ります。

皆様のお祈りで支えて下さいます様にお願いいたします。 

～共にお祈りしましょう。～ 

≪２０１３年 飯田万民教会祈祷題目≫  

１．救いの箱舟の教会 (主と共に、隣人と共に地の果てまで宣教する教会)              

２．霊的変化を起こす聖徒 (礼拝訓練、祈祷訓練、御言葉訓練、仕える訓練) 

３．美しい犠牲と献身が伴う聖徒 (主の愛、隣人の愛が教会の愛、牧者の愛) 
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1. 神が何を言われようが条件をつけずに聞き従った善 

アブラハムは神が何かを言われれば、仮に理解できなくても 

自分の思いを働かさないで、条件をつけずに直ちに聞き従い 

ました。たとえば、神が「あなたは、あなたの生まれ故郷、 

あなたの父の家を出て、わたしが示す地へ行きなさい。 

( 創世記 12:1) 」と仰せられたとき、アブラハムは直ちに聞き 

従いました。生活の基盤と家族および親戚との関係を後にし 

て、目的地も決められない慣れない場所に向かって、計画も 

なく離れなければなりません。肉の思いを働かす人ならば決 

して従えないけれど、アブラハムは直ちに従いました。   

このような従順の行ないは、神との約束の種であるひとり子イサクを全焼のいけにえとしてさ

さげなさいと仰せられた最後の試練を通り抜ける時まで続きました。<創世記 22:1- 3>に「これ

らの出来事の後、神はアブラハムを試練に会わせられた。神は彼に、『アブラハムよ。』と呼び

かけられると、彼は、『はい。ここにおります。』と答えた。神は仰せられた。『あなたの子、

あなたの愛しているひとり子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。そしてわたしがあな

たに示す一つの山の上で、全焼のいけにえとしてイサクをわたしにささげなさい。』翌朝早く、

アブラハムはろばに鞍をつけ、ふたりの若い者と息子イサクとをいっしょに連れて行った。 

彼は全焼のいけにえのためのたきぎを割った。こうして彼は、神がお告げになった場所へ出か

けて行った。」とあります。 

 

 

「聖書の学びより」 
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「アブラハムの善（2）」 

信仰によって、アブラハムは、試みられたときイサクをささげました。 

彼は約束を与えられていましたが、自分のただひとりの子をささげたのです。 

神はアブラハムに対して、「イサクから出る者があなたの子孫と呼ばれる。」と言
われたのですが、彼は、神には人を死者の中からよみがえらせることもできる、

と考えました。それで彼は、死者の中からイサクを取り戻したのです。 

これは型です。  （へブル人への手紙 １１章１７～１９節） 

 

 

人によって、神のことばを信じて聞き従うのが違うことが見られます。たった一度だけ言
われても条件をつけずに従う人がいるかと思えば、やむをえず無理に従う人もいて、 

全く従わない人もいます。「信仰の父」と呼ばれるアブラハムは、神が言われれば条件をつ
けずに直ちに従った人です。また、神が祝福を約束された時も、一度言われたらそのとお
り信じたし、いくら状況が変わっても決して疑いませんでした。このようにアブラハムは
心が善で、特に神を信じる心が純粋でした。 

前回は寛容と温順の心を持っていたアブラハム、私心がなくて正直で誠実に行なった 

アブラハムの善について調べました。今回は続いて「信仰の父、その名は祝福、神の友」
になることができたアブラハムの善について調べてみます。 
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すると、アブラハムは神が仰せられたその次の日、早く起きて支度をしてから、イサクを連れ

て神が示される所に行きました。この時は「生まれ故郷を出なさい」というおことばに聞き 

従った次元よりはるかに深い次元の従順でした。初めはなぜそうしなさいと言われたのか、 

神のみこころを知らないまま条件をつけずに聞き従ったとしたなら、「イサクを全焼のいけに

えとしてささげなさい」と仰せられた時は、十分にその心を推し量って従ったのです。それは、

息子イサクは神が下さった約束の種だから、いくら動物のように全焼のいけにえとしてささげ

るとしても、神が再びよみがえらせると信じたのです( ヘブル 11:17- 19)。神はこのようなアブ

ラハムの信仰どおり働かれて、アブラハムはアドナイ・イルエの祝福を受けました。 

それでは、皆さんはどうでしょうか？ たとえば、神様は聖書のあちこちにいつも祈って、絶

えず祈らなければならないことを繰り返し言われているのに、信仰生活を始めて数年になって

も、いつものように祈らない人がどれほど多いでしょうか。忙しいなどといろいろな理由でみ

ことばに直ちに聞き従えないのです。 

しかし、いくら難しい状況であっても、ひとまず従えば、その後は神様が状況を変えてくださ

います。いくら忙しくても、みことばに聞き従って祈ることを優先にすれば、多くの時間をつ

ぎ込んでこそ解決されることも、神様は短い時間にスムーズに解決することがおできになりま

す。祈りだけでなく、神が命じられたみことばは、結局私たちに幸いを得るようにするみこと

ばです。 

それで、条件をつけずに従えば祝福されるのですが、多くの人々が神様を信じると言いながら

も、みことばに聞き従わないで、「私はなぜ祝福されないのだろうか」と言うのです。神様が

何を言われようが、それが自分の思いに合おうが合うまいが、条件をつけずに直ちに聞き従え

ば、祝福されるということを悟らなければなりません。このように聞き従えば、神様がなぜ従

いなさいと言われたのか、その心と思いが悟られて、一歩進んで人の思いではとうてい従えな

いことにも従える信仰の人になれます。 

 

2. 神が約束された祝福のおことばを最後まで変わらず信じた善 

ある子どもはお父さん、お母さんが自分に約束したことを「早くして」と催促したり、自分が

願う時にかなわなければ、恨んで不平をこぼしたりもします。これと違って、善の心を持って

いる子どもは、黙ってお父さん、お母さんを信じて待っていて、もし暮らしが厳しくて早く与

えられないことがわかれば、自分のほうから先に「後でもいいよ」と言って、むしろお父さん、

お母さんの心を楽にします。 

このように、肉の親は力が足りなくて子どもとの約束を守れないことがありますが、神は全知

全能なので、何でもすることがおできになります。それで、神が祝福のおことばを下さったと

すれば、当然そうなることを信じて待てばよいのです。たとえ自分が思ったより祝福が遅くて

も、神の約束を疑わないで、むしろその中に込められた神のみこころを推し量って、待つ時間

も喜びと感謝をもって送る子どもがいるなら、神はどれほど善と思われるでしょうか。 

神はアブラハムに地のちりのように、空の星のように、数えられないほど多くの子孫を与える

と約束されました。このような約束がすぐに成就されないで、5 年過ぎて 10年になろうとして

いるのに、相変わらず成就されませんでしたが、アブラハムは決して疑いませんでした。 

カナンの地に移住して 10年になったとき、むしろ妻サラが待ちきれなくて、アブラハムに自 
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分の女奴隷のハガルを通して子どもを生むようにしたりもしました。 

このことがあってから 13年経って、アブラハムが 99 歳、妻サラは 89歳になったとき、つい 

に神は 1 年後にはサラを通して息子を得るというおことばを下さいました。その時はすでにサ

ラは普通の女にあることがすでに止まっていたので、アブラハムがサラから息子を得ることが

肉的にはとうてい不可能なことでした。 

しかし、アブラハムは信じました。<ローマ 4:19- 21>に「アブラハムは、およそ百歳になって、

自分のからだが死んだも同然であることと、サラの胎の死んでいることとを認めても、その信

仰は弱りませんでした。彼は、不信仰によって神の約束を疑うようなことをせず、反対に、信

仰がますます強くなって、神に栄光を帰し、神には約束されたことを成就する力があることを

堅く信じました。」とあります。 

アブラハムは神のことばを信じたので、望みえないときに望みを抱いて、そのように信仰によ

って望んでいたことが保証されたのです。つまり、100歳で息子イサクを得て、イサクの息子

ヤコブを通してイスラエル十二部族が形成されたし、霊的にもアブラハムは信仰の父になり、

数えきれない信仰の子孫を得るようになりました。 

もしかして、皆さんは神様が何か祝福のおことばを下されば、その当時はとても喜びますが、

ある程度時間が経っても成就されなければ、心が揺れ動くのではありませんか？ <民数記

23:19>に「神は人間ではなく、偽りを言うことがない。人の子ではなく、悔いることがない。

神は言われたことを、なさらないだろうか。約束されたことを成し遂げられないだろうか。」

と言われたので、アブラハムのように最後まで神様の約束を信じなければなりません。 

皆さんは神様が下さった祝福のおことばをどれほど信仰によって受けて、善の心で守ってきた

でしょうか？ 皆さんに与えてくださる栄光と祝福を信仰によって望んで、皆さん自身も御霊

の歩みに入り、全く聖なる者とされることができることを、信仰によって望まなければなりま

せん。ところが、御霊の歩みに入るために与えられた訓練を受ける過程で、自分の心に肉と悪

が発見されて、気を落として力を失わなかったでしょうか？ もし「こんな自分の心と姿で、

いつ御霊の歩みに入るのだろうか」と否定的に思って、あきらめて絶望したら、アブラハムの

信仰とはかなりの違いがあるということを悟らなければなりません。 

 

今からでも神様の約束のみことばを信仰をもって受けて、熱く祈って聖霊に満たされて最後ま

で信仰によって望むなら、すみやかに答えられます。皆さんは「その名は祝福」であり、「信

仰の父」であり、「神の友」と呼ばれたアブラハムの善を見習って、全き信仰と従順をもって

神様のまことの子どもになるだけでなく、神様の深いお心を悟り、とこしえに父なる神様の御

座の近くとどまりますように、主の御名によって祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   22:9- 11  
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・今年初めての試みで、婦人宣教会の皆さんが豪華なお正月のおせち料理を作って下さいました。 

各宣教会のテーブルごとにおせち料理を準備して下さり、おせち料理の意味も分かりやすく説明 

をして下さいました。ではその中からいくつかご紹介しましょう。 

黒豆・・・一年間マメで元気に過ごせますように。 

きんとん・・・黄金色で財政の祝福のために。  

田つくり・・・田畑の豊作を願って。   

なるほどぉ～♪ おいしくて、とても勉強になりました。 

婦人会の皆さん。 

ありがとうございました。 
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愛する聖徒の皆さん。２０１３年も飯田万民教会は変わらない心で、神様の国と義の 
ため、教会のリバイバルのための活動が始まりました。 
それでは１月に行われたいくつかの行事をご紹介いたしましょう。 

１月６日（日）「新年礼拝＆任命式」 

１月６日（日）婦人宣教会「おせち料理を楽しむ会」 

・今年は２６名の方が神様から教会の働きのために使命をいただきました。。 

 感謝しつつ、しっかり使命を果します！  

≪壱の重≫ ≪弐の重≫ 

 

≪参の重≫ 

１月 17 日（木）婦人宣教会「聖霊充満祈祷会」 

・今年から、毎月第３木曜日、午後７時３０分～、婦人会の聖霊充満祈祷会が始まりました！

感動の賛美、熱い祈りと力強いメッセージで更に霊の信仰にはいって参ります。 

 皆さん！一緒に聖霊充満に祈りましょう。きっと恵みと祈りの力が与えられます。 

  （この祈祷会の様子は次回の万民新聞で詳しくお伝えします。ご期待ください。） 
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婦人宣教会 

森本たい子執事 

 

 

  

 

 

 

「今回は創造主、神様が造られた植物からも神様の力と恵み、そしてどんな小さなものにでも 

愛を満たして下さる方であることを感じ、お証しをさせて頂きたいと思います。」 

 

私の家に以前から「金の成る木」という鉢植えの木がありました。 

ある時、この木の成長が悪い事に気がつきました。日当たりが悪かったのかなと思いながら 

何気なく、ほんの少しだけ残っていたムアンの水をかけました。 

そして、そんなことも忘れていたある日、その木を見ると成長の悪かった部分が大きくなって 

花まで咲いていたのです。それもムアンの水が少ししかなかったので全体にはかけずに一部分 

にだけかけたのですが、驚いたことにその部分だけが大きくなっているのです。 

「あれ～・・・」と驚きつつも、私は以前にも成長の悪かったホウレン草にムアンの水をかけ、 

そのホウレン草が驚くほどに成長したという体験があったので、それを見た瞬間、「やっぱり 

ムアンの水はすごいんだなぁ」と改めて思わされました。そして何よりも神様はそのような 

小さな植物にさえもこのような愛を満たしてくださる方なのだと思い、心から感謝しました。 

 

 

 

 

 

 

 

そして「そうだ！あれにもやってみよう。」と思い、今度は花屋さんで一鉢５０円で買ってき 

た「ジャコバサボテン」が三鉢あったのでこれにもムアンの水をかけました。 

このジャコバサボテンは安く買ってきただけあって元気もなく、昨年は花も咲かなかったし、

すでに半分くらいは枯れている状態でした。でも私は 

「このサボテンだってきっと成長する」と信じて水を 

あげました。結果は写真の通りです。三つの鉢のうち、 

ムアンの水をたくさんかけたサボテンは一番右のもので 

大きく成長しました。水をかけた量によって成長がはっき 

り違うのだということも写真で分かると思います。 

もう枯れてダメになってしまうと思われた三鉢のサボテン 

はそれぞれ元気な葉っぱになりました。ハレルヤ！！ 

今回のことを通して私は肉的な思いや考えによって神様の恵みや愛を忘れてしまいがちな 

自分を見つめなおして、このような小さな命にさえも恵みを注いでくださる神様が私を祝福し

て下さらないはずがないと思わされました。 

 

  

≪ジャコバサボテンの写真≫ 



- 7 - 

 

 

そして子どものような素直な心で、更に霊を求める者になるように努力していきます。 

今年も神様が祝福して下さる年として盤石の信仰に立つよう熱く祈っていきます。 

ありがとうございます。 
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≪講義≫   毎週 火曜日   

・１時限 午後８時～ ・２時限 午後９時～ 
≪講義内容≫ 

伝道実践、聖書人物論、聖霊論、レビ記講解、 

コリント 第一、新約概論、特別講義、  ほか 

≪コース≫ 

◎３年コース： 神の召命を受けて生涯を献身し牧師、伝道者、宣教師を目指す。 

◎２年コース： 聖徒として教会学校など教会の教師の奉仕を志す者。 

◎通信コース： MIS・JAPAN ＯＮＬＩＮＥ としてインターネットと 

DVD による通信制 

≪申し込み≫  MIS japan 事務局（飯田万民教会）まで 

 
 
 

ʠ ˹₴ ╠ אל  

ᾛ Ẏ Ͻ  

 Ḧ˗ ʝḸ ♅  

 

ＭＩＳ万民国際神学校 日本校 

一次募集の締め切りは２月末日です。お申し込みをお待ちしております。 
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心理学者ハロー教授が赤ちゃんザルたちの前に二つの母ザル人形を置いて、実験しました。一つの

人形は針金で、もう一つは柔らかい布で作りました。そして、それぞれに哺乳びんを差しておきま

した。初日、赤ちゃんザルたちは二つの人形にあるミルクをどちらも飲みました。ところが、次の

日からは針金で作った人形には一匹も行かなくて、柔らかくて温かい人形にだけ集まりました。 

このように動物も、冷たくて堅いものよりは柔らかいものを好みます。万物の霊長と呼ばれる人も

同じです。鋭くて冷たい人よりは温かい人を好み、そんな人のふところに宿って休みを得ようとし

ます。 

 

1. すべての人をいだく親切な心 
霊的に「親切」とは、その人の身になってすべての人をいだける心、多くの人が宿って休める
心のことを言います。理解しやすいように、綿を思い出してみてください。いくら固い物体が
ぶつかってきても、音がしません。かえってふんわり包んでしまいます。また、親切な心は多
くの人が宿って休める大木のようなものです。暑い夏の日差しを避けて汗を引かせるために、
人々は木陰に集まります。 
世では、性分がおとなしくて怒らず、自己主張が強くない人を優しい人だと言います。しかし、
人のほうで親切だと思うことと神様が認められる親切とは違います。いくらおとなしくて優し
く見えても、神様が認められなければ、まことに親切だと言えません。たとえば、もともと性
分が消極的でおとなしく、他の人の言うことをよく聞いているようでも、実は心では抑えて我
慢するなら、このような人を優しくて親切だとは言えません。これは心の中から悪を捨てない
で、我慢しているだけだからです。 
まことに親切な人は心に悪がなくて賢いし、霊の愛をもって相手を受け入れます。かといって、
間違いを犯したのに、何が何でも赦しておおってあげるという意味ではありません。時には正
しく威厳をもって治めます。したがって、霊的な親切とは、内面にある親切の心とともに、外
面的にも徳を兼ね備えた状態を言います。 
 

2. 親切を心に耕した尺度は聖潔  
霊的な親切を心に耕すためには、何より心の悪を捨てて聖められなければなりません。相手の
身になってその人のために尽くす人は、綿毛のように、誰がぶつかってきても音がしないで、
ふんわりと包んであげます。心に悪がないから、引っかかったりぶつかったりしないのです。 
もし私たちの心に憎しみ、そねみ、ねたみ、自分の義と枠があれば、相手を包んであげられま
せん。硬い石や鉄に物が落ちれば、壊れたり、音がしてはね飛ばされるように、自分というも
のが生きていれば、誰かがちょっといらだたせるようなことをしても、気を悪くします。相手
の過ちをおおってあげるより、さばいて罪に定めて、ひそひそ話をします。 
心に真理に逆らうものが入っているので、真理の心をそれ以上大きくできないのです。こうい
う人は小人の心の人ですから、指摘されればかっと怒ります。誰かが内緒話をすれば、自分の
悪口ではないかと、じろっとにらみます。 
したがって、親切の基本条件は心に悪がないことです。神様は必ず聖められてこそ「親切だ」

【いのちのみことば】 

「愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。」

(第一コリント 13:4) 
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と認めてくださいます。心に悪がなくてこそ、相手を善と愛をもって見られるからです。親切
な人は、すべてにおいて慈しみと憐れみの心で相手を見ます。さばいたり罪に定めようとしな
いで、善と愛をもって理解しようとするから、悪い人でもそのぬくもりに心が溶けます。さら
に完全に聖められたなら、聖霊に正確に働きかけられて、相手の様子をよく見分けて、最も良
い道に導けます。 

 

3. 親切を完全にする徳  
辞書を見れば、徳とは「精神の修養によってその身に得たすぐれた品性。人徳。」と定義され
ています。霊的にも同じです。徳のある人はすぐれた品性をもって正しくて公正だし、人とし
ての道に従って行います。相手を物理的な力で屈服させることもありません。正しい言葉と行
いで相手の欠けているところを理解して、受け入れることによって、多くの人の心をつかむの
です。ですから、人々に信頼されて愛されます。 
親切を完全にする徳は、私たちが着る服のようなものです。いくら立派な人でも、汚らしくて
みすぼらしい姿であれば、格が落ちるように見えます。このように、親切な心があっても、徳
を兼ね備えていなければ、その真価を発揮できません。 
たとえば、相手の身になっているつもりで話をしたら、いつも必要のない長話になります。こ
ういう人は何かの悪意があるのではないけれど、教養が欠けているので、それだけ相手に信頼
されません。また、心が優しくて、わだかまりを持ったり、相手に被害は与えたりすることは
ないけれど、他の人の働きを積極的に助けないで、細やかな配慮が足りません。これもやはり
徳が欠けている姿です。 
もしイエス様が弟子たちや周りの人たちとふざけて冗談を言って、服装が乱れていて、サンダ
ルを引きずりながら歩かれたとすれば、どうでしょうか？ 人々から尊敬されにくいでしょう。
しかし、イエス様は外見に霊的な威厳と権威がにじみ出ていたので、弟子たちはもちろん、人々
もあえて無作法に対することができなかったのです。<マタイ 12:19>に「争うこともなく、叫
ぶこともせず、大路でその声を聞く者もない。」とあるとおりです。 
花にいくら蜜が多くても、きれいな色があまり目立たないし、香りもしないならば、ハチやチ
ョウが飛んできにくいでしょう。同じように、優しい人であっても、言葉と行いに徳がなけれ
ば、多くの人が宿れません。その親切の心が完全に輝くことができません。これとは反対に、
言葉と行いに徳があるように見えても、親切の心がなければ、外面だけ装ったにすぎません。 
 

4. 親切な人が受ける祝福  
心が聖められて貧しくなり、へりくだってすべての人を柔らかく包んで、それに徳を兼ね備え
るなら、どんな祝福が臨むでしょうか？ <マタイ 5:5>に「柔和な者は幸いです。その人たち
は地を受け継ぐから。」とあります。また、<詩篇 37:11>には「しかし、貧しい人は地を受け継
ごう。また、豊かな繁栄をおのれの喜びとしよう。」とあります。ここで「地」とは、天国の
場所を意味し、「地を受け継ぐ」とは、将来、天国で大きい権勢を受けるようになるという意
味です。なぜそうでしょうか？ このような心の人は、神の心をもって人々を力づけて恵みを
及ぼすからです。親切であるほどさらに多くの魂が宿るので、彼らを救いに導けるのです。ま
た、多くの人の身になれる者になったということは、それだけ低くなって人に仕えたという意
味です。 
天国の権勢は、このように仕える人に与えられます。<マタイ 23:11>に「あなたがたのうちの
一番偉大な者は、あなたがたに仕える人でなければなりません。」とあるように、仕えるほど
偉大な者になります。このような人は将来、天国で大きい権勢を受けて、それだけ広くて大き
い地を受け継ぎます。たましいに幸いを得ているので、すべての点で幸いを得る祝福を受ける
だけでなく、天国でもとこしえに神様に愛されて、数えきれない魂にとって尊敬の対象になる
のです。 
愛する聖徒の皆さん、神様は罪と悪がない聖められた人を喜ばれます。したがって、すみやか
に聖められて、親切の心に徳を兼ね備えて、この地上でも多くの人をいだいて、天国でも偉大
な者になりますよう、主の御名によって祈ります。 
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˹₴  

２月 11 日（月・祝） 
 
伊那スキーリゾートにて 
 

２月 17 日（主日） 

 

₴ ʠ ̝  
Ⱳ  

ѩ MCS17  ̀ 

װ ˗ ѩ Џ ʠ  ̝

₴ DVDʣ ρ ẉ  

 

 

1部 創立 19周年記念 午前１１時～         
主日礼拝  講師：柳承吉牧師 

2部 特別祝賀公演＆ランチパーティー 
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᷂  

・『イエスさまは種蒔きのたとえ話の意味を教えてくださいました』 

 ・道端は、悪魔が来てみ言葉をとってしまう心をあらわしています。 

・岩地は、みことばをきいても、困難や迫害があると、すぐに従わ

なくなってしまう心をあらわしています。 

・いばらの中は、誘惑があるとすぐに負けてしまう心をあらわして

います。 

・『ある時、イエスさまは種蒔きのたとえ話をされました』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエスさまは、人々に大切なことをお教えになるとき、「たとえ」を使ってお話になること
がありました。今回、イエス様は「種（たね）まきのたとえをお話してくださいました。  
どのようなお話なのか聖書のマタイの福音書 １３章１～９節、１３章１８～２３節を読ん
で、いっしょに考えてみましょう。 

 

道ばたに落ちた種は、 

鳥に食べられてしま 

いました。 

岩地に落ちた種は、深く
根をはることができず、 

かれてしまいました。 

いばらの中におちた種は、
いばらに邪魔されて 

成長できませんでした。 

 

 

・良い地に蒔かれた種は実を結びます 

・良い地に落ちた種は、１００倍、６０倍、３０倍に実りました。 

・良い地は、みことばを素直に信じて行なう人の心を 

表しています。 

☆みことばを、素直な心で聞いて行なう人は、豊かな

実を結びます。みなさんの人生が１００倍以上にも

祝福されるように、「良い地」の心になりましょう。 
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  主日礼拝 

毎週日曜日 

11:00～13:30 

 

  

 

                                                         

š ȭȢȸŢ 

     ƼɜȽȢǵ  13 1 9 ǯ ƽș ȚǮȭȢȸǲ ǏȏǍƳ   

  13 1 9  

   

   

  

   

   

 

  13 23  

    

  

 

こたえ ①           ②            ③            

 

      ④            ⑤            ⑥            

＊正解者の中から抽選で 2 名の方にプレゼントを差し上げます。どしどし応募してください。

締切 2013 年 2 月 17 日(日)、発表は次号で。できたら編集部までお願いします。 

今月の当選者は、松島大器くん、笠かおりさんでした。    

おめでとうございます。 

 

 

  

教会をおたずねください。新しい生活が待っています。 

教会学校 

毎週日曜日 

10:00～10:45 

学生会 

毎週日曜日 

13:30～14:30 

夕方礼拝 

毎週日曜日 

15:00～17:00 

E-mail ：info@iidamanmin.com 

http://www.iidamanmin.com 

発 行      ӝ ɪɮɿ・ɳʰɿʎ 連合 会 Ъ ֶ 

ο395- 0807  3883 4    

電話 0265(56)8286   FAX0265(56)8287 


